
 

志古バス停～万才峠～熊野本宮大社 

約14km／約5時間 
志古～本宮大社 

熊野本宮大社 (Ｐ有) 

ＷＣ 

←80分 

90分→ 

熊野川行政局 

(新宮市) 

(整備された小雲取越の道。

緩やかな下り坂が続く) 
（国道 168号） 

海抜高度(ｍ) 

０ 100 
200 300 
400 
500 600 
700 
800 

所要時間の基準点 

（ゆっくり歩いた場合の目安です） 

主な目印 

バス停(文字も) 

道 路 

線 路（Ｊ Ｒ） 

石畳または未舗装路 

前後のコース 

歩くルート 

http://www.kumadoco.net/kodo/ 

本宮道から↓ 

請川バス停 

小雲取越 合流点 
万才峠 

志古バス停 

熊野川温泉 

さつき 

楊枝の渡し跡 

(楊枝薬師堂) 

牛舎 

名号碑と桜地蔵 

万才峠 入り口 
妙法山 

小口からの小雲取り越え↑ 

415m 

川湯温泉 

湯ノ峰温泉 

大斎原 

(本宮大社の旧社地) 

本宮行政局 

←60分→ 

←110分 

90分→ 

30分 

← → 

(小さなアップダウンの山道。

標識はないが、道は明確) 

(国道168号を歩く。

一部は歩道なし) 

(乗り場の向かいにあ

る細い道。国道に伊勢

路の標識あり) 

(志古から登り口まで、

林道 志古線を歩く) 

瀞峡ウォータージェット船乗り場 

(緩やかな山道。石垣

の横に道が続く) 

(標識あり。ここから山道) 

（神丸） 

(Ｐ有) ＷＣ 

ＷＣ 

(Ｐ有) 



 

概 

要 

ウォータージェット船乗り場のすぐ向かいにある細い脇道へ入り、田んぼの間を抜けていく

と、徐々に上り坂に。そのまま上り坂の続く舗装された林道を延々と歩いていくと、大きく右

へカーブするところに万才峠の登り口。 

登り口から人家の土台だった石垣を縫うように、人工林の中を歩いていくと、間もなく自然

林になって万才峠に到着。稜線を縦走する登山道との十字路になっています。 

峠から人工林の中を緩やかなアップダウンを繰り返して歩いていくと、中辺路の小雲取越に

合流。ここから道幅が広くなり歩きやすくなります。緩やかな下り坂が人工林と常緑照葉樹の

自然林の中に続き、請川バス停で国道 168 号に合流。ここから熊野川の流れを眺めながら国

道を歩いていくと、大斎原を経て本宮大社に到着。 

いよいよ伊勢路のラスト、熊野川のほとりから一気の上りで峠を越えて目的地の本宮大社に

参拝しましょう！ 

難易度 

(５段階) 

 ★★★ 

名号碑、桜地蔵 

万才峠の登り口からさらに林道を 200m ほど登ったところにある史跡。一遍上人の

名号碑とお地蔵様。 

湯ノ峰温泉 

本宮大社の近くにある名湯。古くからの温泉宿が並びます。 

川湯温泉 

本宮大社の近くにある名湯。川原で入る仙人風呂が有名。 

おすすめ 

立ち寄り 

スポット 

熊野川温泉 さつき 

熊野川行政局からさらに南へ１kmほど。神丸バス停から西へ少し入ったところにあ

る温浴場。帰りに時間があればどうぞ。 

<ＪＲ＆バス> 

新宮駅－（路線バス40分）－志古バス停－（路線バス20～45分）－本宮大社前 

交 通 

アクセス 

<バス> 

本宮大社前：熊野本宮大社のすぐ前、国道168号沿い 

請川：万才峠を経て小雲取越と国道の合流点、国道168号沿い 

志古：瀞峡ウォータージェット船乗り場、国道168号線沿い 

楊枝口：三和大橋たもと、国道168号線沿い 

神丸：新宮市熊野川行政局近く、国道168号線沿い（熊野川温泉さつき近く） 

※新宮駅～本宮大社間を走る熊野交通「川湯・渡瀬・湯の峰温泉・本宮大社方面行き」

を利用。湯ノ峰、川湯温泉を経由する便としない便があります。 

 


